アブストラクト(4)(第47回物性若手夏の学校 パネルディスカッション,講義ノート) by 福山, 秀敏
Titleアブストラクト(4)(第47回物性若手夏の学校 パネルディスカッション,講義ノート)
Author(s)福山, 秀敏
















































































- 38 1 -
講義ノート
論｣のパターンを人間的な接触を通して
保とうとしています｡理論家として､実
験家から不思議な事実を最初に紹介して
もらうことは大変な幸せです｡物性研究
は物質を対象としていますから､絶えず､
新しい驚くべき現象に遭遇する可能性が
あります｡これからは生体関連物質も研
究対象になってくると思います｡研究対
象がどのように変わろうとも､物性物理
学的な研究の重要性はかわりません｡む
しろ､より重要になるでしょう｡ 逆に言
うと､研究対象を科学の進展にそって変
化させることが重要です｡物性物理には
｢実験科学｣としての物理学の形態が絶
えず保たれていますので､思考だけの抽
象論による袋小路にはいる可能性は少な
いです｡(この点で､最近ともすると計算
機に頼り切ったような研究が多く見受け
られることには危幌を感じます｡)
第二部
｢大学 (院)の教育環境､
研究環境｣
大学院教育はすべての教育がそうで
あるように結局は人間教育です｡知識だ
けの受け渡しではありません｡そのよう
な観点から､最近の学生は､どのような
基準で研究室選びをしているのでしょう
か?知的消極性を一般的に感じます｡そ
れはもとはといえば大学教官の問題でも
ありますが｡この問題を解決するために
は､輪講 ･セミナーを通しての学生間で
の切瑳琢磨はもちろん､情報交換 ･連携
を強めるべきでしょう｡ 制度的な問題に
ついては大変革をもたらす可能性のある
｢国立大学の法人化｣の内容がどのよう
になるかにかかっています｡
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